
 発行所　札幌地方隊友会滝川支部 
  http://www.waride.net/takitaiyuu/ 

札幌隊友会	
 滝川支部	
 
だより第13号(29.4.1)	
 

　

札
幌
隊
友
会「

隊
友
䧸
集
䧐」

参
加	


　
　

平
成
二
十
九
年
二
月
四
日
、
札
幌
地
方
隊
友
会「

隊
友
䧸	


　
　

 

集
䧐」

䧵
北
川
支
部
長
以
下
五
名
䧘
出
席
䧣
交
流
䨛
深
䨋	


　
　

䧩。
若
月
札
幌
地
方
隊
友
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓 

　

	
 
甲
斐
第
十
一
旅
団
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
さ
れ
た
。 

　

「

近
年
の
日
本
を
取
り
巻
く
厳
し
い
国
際
情
勢
の
中
で
、 

　

  

国
の
安
全
を
保
つ
為
、
旅
団
は
厳
し
い
訓
練
を
行
䣬
て
い 

　

	
 

る
。
今
日
も
第
十
普
通
科
連
隊（

滝
川）

の
冬
季
訓
練
検 

　

	
 

閲
を
済
ま
せ
て
き
た
ば
か
り
。
今
年
度
、
若
い
隊
員（

新 

　

  

隊
員
教
育
終
え
た
六
十
名）

が
訓
練
検
閲
に
参
加
し
、
重 

　

	
 

い
荷
物
を
背
負
い
、
慣
れ
な
い
ス
キー

行
進
に
歯
を
食
い 

　

  

し
ば
り
山
坂
を
登
り
、
下
り
で
は
転
げ
落
ち
な
が
ら
も
二 

　

	
 

十
五
ｋ
ｍ
を
踏
破
し
た
。
荒
れ
狂
う
吹
雪
の
中
で
視
察
し 

　

	
 

た
旅
団
長
で
さ
え
吹
き
付
け
る
雪
・
風
で
顔
が
痛
く
な 

　

	
 

る
ほ
ど
の
悪
条
件
の
中
を
頑
張
䣬
て
い
た
。
夜
間
、
普
通 

　

 

で
あ
れ
ば
天
幕
宿
営
と
思
わ
れ
た
が
、
雪
穴
に
シー

ト
を 

　

	
 

か
ぶ
せ
た
簡
易
掩
体
で
一
夜
を
過
ご
し
、
早
朝
の
主
陣
地 

　

	
 

攻
撃
に
向
か
䣬
て
行
䣬
た
。
何
名 

 　

	
 

か
は
、
風
邪
を
ひ
い
た
り
体
調 

　

  

不
良
で
落
伍
す
る
で
あ
ろ
う
と 

　

	
 

予
想
し
た
が
、
ひ
と
り
の
落
伍 

　

	
 

者
も
な
く
見
事
に
訓
練
を
乗
り 

　

	
 

切
䣬
た
。
逞
し
く
若
者
が
育
䣬 

  　

て
い
る
。
若
い
力
の
素
晴
ら
し 

　

	
 

さ
を
感
じ
た」

と
、
精
強
十
連 

      

隊
が
紹
介
さ
れ
た
。　
　

	


◎
支
部
次
年
度
事
業
構
想
決
䨈
䨔	


　
　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
一
日	


　
　
　

本
部
役
員
会
䧵
䧖
䧐
䧰
次
年
度	


　
　
　

䧸
事
業
計
画（

案）

䧸
策
定
䧵
入	


       

䧭
䧩。
特
䧵
今
年
度
䧗
䨒
平
成	


       

二
十
八
年
度
本
部
定
期
総
会	


　
　
　

決
議
事
項
䧱
䧎
䨔
終
身
会
員
制	


　
　
　

度
䧸
廃
止
䧲
新
䧩
䧴
会
費
制
度	


　
　
　

䧸
運
営
䧵
伴
䧒
会
費
䧸
管
理
要	


　
　
　

領
䧵
䧮
䧐
䧰
確
認
䧣
䧩。	


	
 

　

新
た
な
会
費
制
度	
 

　
　

一　

終
身
会
員
に
つ
い
て	
 

　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
降
、「

終
身	
 

　
　
　
　

会
員」

廃
止
、
そ
れ
以
前
の
終
身
会
員
は	
 

　
　
　
　

引
き
続
き
そ
の
身
分
を
保
障
さ
れ
る
。	
 

　
　

二　

一
括
前
納
制
度
に
つ
い
て	
 

　
　
　
　

会
員
は
、
希
望
に
応
じ
て
十
年
、
十
五
年
、	
 

　
　
　
　

二
十
年
の
い
ず
れ
か
の
期
間
を
選
択
し
、	
 

　
　
　
　

そ
の
期
間
の
年
会
費
を
一
括
前
納
す
る
こ	
 

　
　
　
　

と
が
可
能
と
な
䣬
た
。
そ
の
場
合
の
特
典
と	
 

　
　
　
　

し
て
総
額
の
10
％
を
割
り
引
い
た
会
費
を	
 

　
　
　
　

収
め
る
こ
と
と
な
䣬
た
。	
 

　
　
　

活
動
予
定
で
は
、
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
、 

　
　

支
部
対
抗
パー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
ス
ポー

ツ 

　
　

交
流
会
、
ブ
ロ
䣹
ク
研
修
会
、
防
衛
セ
ミ
ナー

、 

　
　

支
部
隊
友
の
集
い
な
ど
、
例
年
の
事
業
の
ほ
か
に 

　
　

ア
ン
ケー

ト
結
果
に
基 

　
　

づ
く
新
た
な
事
業
も 

　
　

現
在
検
討
中
で
あ
る
。 

　
　
　

四
月
二
日
の
全
体 

　
　

役
員
会
議
を
経
て
五
月 

　
　

予
定
の
総
会
で
提
案 

　
　

審
議
さ
れ
る
。 

定
期
異
動
に
伴
う
送
別
会 

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
十 

　

五
日
、
春
の
定
期
異
動
に
伴 

　

う
自
衛
隊
協
力
会
・
修
親
会 

　

合
同
に
よ
る
送
別
会
が
、
滝 

　

川
隊
区
連
合
会
長
前
田
滝
川 

　

市
長
は
じ
め
内
外
か
ら
１
２ 

　

７
名
が
出
席
し
、
盛
大
に
送 

　

別
の
宴
が
お
こ
な
わ
れ
た
。 

　

異
動
者
は
次
の
通
り 

　
　

十
普
連　
　
　
　

佐
々
木
辰
弥　
　

（

遠
軽
へ）

 

　
　

十
普
連　
　
　
　

笹
本　

拓
也　
　

（

真
駒
内
へ）

 

　
　

十
普
連　
　
　
　

山
崎　

正
典　
　

（

美
唄
へ）

 

　
　

十
普
連　
　
　
　

三
田
村
大
輔　
　

（

真
駒
内
へ）

 

　
　

滝　

駐　

業　
　

小
笠
原
桂
一　
　

（

札
幌
へ）

 

　
　

滝　

駐　

業　
　

佐
藤　

大
介　
　

（

真
駒
内
へ）

 

　
　

滝　

駐　

業　
　

小
貫　

秀
明　
　

（

丘
珠
へ）

 

　
　

三
四
五
会
計　
　

椎
森　

章
悟　
　

（

函
館
へ）

 

　
　

三
四
五
会
計　
　

加
藤　

淳
樹　
　

（

稚
内
へ）

 

　
　

第
十
一
後
支
隊　

岩
本　

義
徳　
　

（

真
駒
内
へ）

 

　
　

滝　

駐　

業　
　

塩
飽　

恵
理　
　

（

上
富
良
野
へ）

　
　
　
　
　

 

　
　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
マ
リ
ア
ジ
䣻 

　

・
イ
ン
ベ
ル
コ
で
行
わ
れ
た
送
別
会 

　

で
は
、
滝
川
し
ぶ
き
太
鼓
の
勇
壮
な
送 

　

別
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
最
後
は 

　

恒
例
の「

同
期
の
桜」

の
合
唱
で
見 

　

送
ら
れ
て
八
時
三
十
分
会
場
を
後
に 

　

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
定
年
退
官
さ
れ 

　

る
見
澤
・
金
子
両
氏
が
合
わ
せ
て
紹 

　

介
さ
れ
た
。 

　

滝
川
駐
屯
地
で
の
勤
務
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

◎　

雪
像
作
成
隊
を
激
励
・
慰
問 

 	
 
	
 
	
 
	
 

平
成
二
十
九
年
一
月
日
二
十
日（

金）

北
川
支
部
長
は
、
第 

　
　

二
十
六
回
新
十
津
川
雪
祭
り
に
メ
イ
ン
会
場
と
な
る「

国
際
中 

　
　

華
鍋
押
相
撲
選
手
権」

な
ど
の
大
小
三
基
の
雪
像
を
作
成
し
て 

　
　

い
る
雪
像
隊
を
激
励
・
慰
問
し
た
。 

　
　

	
 

第
二
中
隊
秋
吉
雪
像
作
業
隊
長
以
下
二
十
一
名
が
二
十
九
日
の 

　
　

祭
り
に
間
に
合
う
よ
う
急
ピ
䣹
チ
で
作
業
を
す
す
め
て
い
た
。 

　
　

こ
の
日
は
マ
イ
ナ
ス
十
度
、
水
を
触
る
の
は
ち
䣯
と
・
・
・ 

　
　

そ
ん
な
冷
た
さ
を 

　
　

想
像
し
ま
す
。
こ
の 

　
　

厳
し
い
寒
さ
も
な 

　
　

ん
の
そ
の
、
訓
練
の 

　
　

賜
物
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
 



◎　

曹
友
会
と
の
親
睦
交
流
会　

	
 
　
　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
一
日
、
隊
友
会
滝
川
支
部
と 

　
　

滝
川
駐
屯
地
曹
友
会
の
親
睦
交
流
会
を
松
尾
ジ
ン
ギ
ス 

　
　

カ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
二
十 

　
　

四
日
ま
で
駐
屯
地
招
集
訓
練 

　
　

に
参
加
中
の
予
備
自
衛
官
を 

　
　

含
め
総
勢
三
十
名
が
舌
鼓
を 

　
　

打
ち
な
が
ら
、
和
や
か
な
う 

　
　

ち
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

　
　

年
に
一
回
行
䣬
て
、
こ
の
交 

　
　

流
会
の
目
的
は
、
会
勢
拡
大 

　
　

策
の
一
つ
と
し
て
、
い
ず
れ 

　
　

定
年
退
職
を
迎
え
る
事
と
な 

　
　

る
陸
曹
の
皆
様
と
一
足
先
に 

　
　

社
会
に
出
て
い
る
隊
友
会
員 

　
　

が
一
般
社
会
の
情
報
を
分
か 

　
　

ち
合
い
交
流
を
深
め
て
将
来 

　
　

隊
友
会
員
と
し
て
活
躍
し
て 

　
　

い
た
だ
け
る
雰
囲
気
の
醸
成 

　
　

に
あ
る
。 

◎　

定
年
退
職
者
に
隊
友
徽
章
送
る 

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
日
と
二
月
六
日
、
滝
川
駐
屯
地 

　

定
年
退
職
者
紹
介
行
事
に
お
い
て
、
柴
尾 

　

副
支
部
長
が
定
年
退
職
者
に
隊
友
会
員 

　

徽
章
を
送
り
入
会
を
促
進
し
た
。 

　
　

支
部
が
平
成
二
十
七
年
か
ら
会
勢
拡 

　

大
施
策
の
一
つ
と
し
て
定
年
退
職
予
定 

　

者
に
隊
友
き
章
を
贈
り
、
入
会
定
着
を
図 

　

䣬
て
い
る
事
業
で
今
年
で
三
年
目
と
な 

　

る
。 

　
　

今
年
は
暖
冬
と
言
わ
れ
、
比
較
的
暖 

　

か
な
朝
と
は
い
え
、
マ
イ
ナ
ス
の
世
界
、 

　

ピ
リ
䣹
と
背
筋
が
伸
び
る
。 

　
　

退
職
す
る
四
人
は
全
て
隊
友
会
員
と 

　

し
て
入
会
し
、
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と 

　

な
り
、
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
・
確
信
し 

　

た
紹
介
行
事
と
な
䣬
た
。
新
し
い
会
員
が 

　

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
。 

　

◎
趣
味
の
庭 

　
　

「

麻
生
副
支
部
長
作
成
マ
グ
カ
䣹
プ」

 

　
　
　

ご
つ
ご
つ
・
が
䣬
し
り
・
・
・
。
屯
田
窯
さ
ん
の
器
の
印 

　
　

象
で
す
。
し
䣬
か
り
土
ま
で
こ
だ
わ
䣬
て
時
間
を
か
け
て
焼 

　
　

き
上
げ
た
器
の
力
強
さ
を
感
じ 

　
　

ま
す
。
こ
う
い
う
骨
太
の
器
は 

　
　

最
近
見
な
い
な
あ
、
と
思
い
ま 

　
　

す
。
で
も
見
た
目
の
ハー

ド
な 

　
　

仕
上
が
り
と
は
対
照
的
に
シ
ン 

　
　

プ
ル
で
と
て
も
使
い
や
す
い
大 

　
　

き
さ
、
安
心
し
て
持
つ
こ
と
が
出 

　
　

来
る
形
に
な
䣬
て
い
ま
す
。
素
直 

　
　

な「

器
ら
し
い
器」

で
す
。 

　
　

こ
の
マ
グ
カ
䣹
プ
は
、
当
支
部 

　
　

麻
生
副
支
部
長
自
慢
の
カ
䣹 

　
　

プ
で
す
。
陶
芸
の
趣
味
が
今
や 

　
　

品
評
会
で
入
選
す
る
な
ど
実
績 

　
　

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。　
　
　

 
　

  

◎ 
Ｏ
Ｂ
職
場
訪
問	
 

　
　
　

今
日
は
、
二
年
前
の
平
成
二
十
七
年
三
月
か
ら
丸
加
高
原	
 

　
　

伝
習
館
で
施
設
管
理
運
営
・
経
営
企
画
業
務
係
と
し
て
勤
務	
 

　
　

し
て
い
る
鈴
木
利
夫
会
員
を
突
撃
訪
問
し
ま
し
た
。	
 

　
　
　

「

日
本
で
最
も
美
し
い
村」

に
位
置
す
る
丸
加
高
原
で
自	
 

　
　

然
観
察
。
冬
は
ス
キー
・
ス
ノー

シ
䣻ー

で
高
原
散
策
、
夏
は	
 

　
　

丘
陵
地
を
生
か
し
た
ウ
䣸ー

キ
ン
グ
、
一
年
を
通
し
て
楽
し	
 

　
　

め
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
環
境
で	
 

　
　

勤
務
し
て
い
ま
す
。	
 

　
　
　

写
真
が
趣
味
で
特
に
丸
加
高
原	
 

　
　

周
辺
の
動
植
物
・
風
景
を
撮
る
の	
 

　
　

が
好
き
で
、
職
場
の
フ
䣷
イ
ス
ブ	
 

　
　

䣹
ク
に
も
飾
䣬
て
い
ま
す
。	
 

　
　
　

ま
た
伝
習
館
で
は
、
地
元
の
材	
 

　
　

料
を
使
䣬
て
ス
ト
ラ
䣹
プ
作
り
や	
 

　
　

草
木
染
、
マ
イ
箸
作
り
が
で
き
る
自
然
工
作
コー

ナー
が
あ	
 

　
　

り
ま
す
。
特
に
最
近
は
手
軽
で
親
子
で
も
簡
単
に
作
れ
る
と
、	
 

　
　

密
か
な
ブー

ム
に
な
䣬
て
る
ら
し
く
、
な
か
な
か
の
好
評
ら	
 

　
　

し
い
。	
 

　
　

皆
さ
ん
も
オ
ン
ネー

ム
入
り
マ
イ
箸
一
膳 

　
　

い
か
が
で
す
か
？ 

　
　

写
真
は
、
鈴
木
氏
が
作
䣬
た
箸
で
す
。 

　
　
　

六
月
か
ら
は
、
各
地
方
か
ら
こ
の
素
晴
ら 

　
　

し
い
環
境
を
楽
し
み
に
や
䣬
て
く
る
オー

ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

キ
䣺
ン
プ
場
の
管
理
中
心
の
勤
務
と
な
り 

　
　

ま
す
。 

　
　
　

丸
加
高
原
伝
習
館
に
是
非
遊
び
に
来
て 

　
　

下
さ
い
。　

 

◎　

支
部
連
絡 

　
　

支
部「

あ
ゆ
み」

札
幌
地
方
隊
友
会
滝
川
支
部
の
一
年
間
の
あ 

　
　

ゆ
み（

出
来
事
、
参
加
し
た
事
業）

を
約
二
十
二
分
程
度
に
ま
と 

　
　

め
た
ムー

ビー

で
す
。
平
成
二
十
八
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
支
部 

　
　

「

隊
友
の
集
い」

で
映
像
公
開
し
た
も
の
で
す
。 

　
　

ご
希
望
の
方
に
差
し
上
げ
ま
す
。（

割
出
ま
で）

 

◎　

方
面
研
究
演
習
に
対
す
る
支
援
要
員
募
集（

防
衛
支
援
事
業
団）

　

 

　
　

は
、
三
月
三
十
日
を
持
䣬
て
募
集
を
締
め
切
り
ま
し
た
。 

　
　

沢
山
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◎　

主
な
行
事
予
定 

　
　

四
月
二
日　
　

支
部
役
員
全
体
会
議 

　
　
　
　
　
　
　
　

	
 

午
後
五
時
か
ら「

ミ
ン
ク
ル」

で
行
い
ま
す
。　
　

 
        

四
月
八
日　
　

自
衛
官
候
補
生
等「

入
隊
式」

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

	
 

六
月
四
日　
　

旅
団
創
立
記
念
日 

　
　

	
 

六
月
十
八
日	
 

	
 

滝
川
駐
屯
地
創
立
記
念
日 

　
　

	
 

八
月
二
十
日　

支
部
対
抗
パー

ク
ゴ
ル
フ
大
会　

 

　

 

☆　

訃
報　

 

　
　
　

三
月
六
日　

福
永
明
彦
氏
御
令
室　
　

 

　

☆　

会
勢
状
況 

　
　
　

三
月
三
十
一
日
現
在　

２
７
５
名 


